


 

科目名（和／英） 高分子材料工学／ Polymer Materials Engineering 
科目ナンバー TPPME2201 

担当教員 堀邊 英夫 

授業形態 講義 開講期 後期 

単位数 ２単位  

科目の主題   高分子材料は日常生活で身近に使われているだけでなく，電気・電子，

光，情報，ライフサイエンス，資源・環境，エネルギー関連など様々

な分野で欠かすことのできない材料である。「高分子材料工学」では，

高分子科学の最初の講義として，高分子材料の化学構造，物性，なら

びに各分野における主な用途や課題について基本的事項を理解し，高

分子科学の基礎に関する理解を深める。  

授業の到達目標 高分子材料の特徴を低分子材料と比較して理解し，高分子科学の中で

も高分子物性の分野を中心に，化学構造，分子量，熱的性質，力学的

性質，成形性，応用面について理解する。 

  

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

第 1回  高分子とは：高分子の定義，高分子と低分子の違い 

第 2回  高分子の構造：高分子の繰り返しの基本構造と共重合 

第 3回  高分子の分子量：数平均分子量，重量平均分子量，分子量分布 

第 4回  高分子を立体的に見る：高分子の立体構造，立体規則性 

第 5回  高分子の集合体：高分子の結晶部と非晶部，結晶化度 

第 6回  高分子材料の強さ：高分子材料の強さとその測定法 

第 7回  高分子の融解（１）：高分子のガラス転移点(Tg)，融点(Tm)，沸点 

第 8回  高分子の融解（２）： Tg，Tmから見たチューイングガム，アイロンの原理 

第 9回  高分子材料の結合：共有結合，分子間力，分子凝集エネルギー 

第 10回 高分子の熱的性質：熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂 

第 11回 高分子材料の試験：引っ張り試験，S-S曲線，添加物 

第 12回 ゴム：ゴム弾性，エネルギー弾性，エントロピー弾性，加硫 

第 13回 高分子の粘弾性：高分子の粘弾性，バネとピストン，緩和時間 

第 14回 高分子の成形：射出成形，押し出し成形，圧縮成形，真空成形 

第 15回 試験・まとめ：第１～１４回の講義内容に関する試験とまとめ 

   

事前・事後学習の内容 
学生には予習や復習を熱心に行うことで，科目の理解に努めること

を求める。 

教材 『高分子を学ぼう』横田健二著（化学同人） 

評価方法・評価基準 平常点(15%)および試験(85%)を基に評価する。 

ただし，欠席５回以上は成績評価は行わない。 

受講者へのコメント 我々の日常生活は高分子材料なしでは成り立たない。 

オフィス・アワー 講義終了後に講義室で，または教員室で質問を受け付ける。 

室番号・内線番号 B308・2981 
メールアドレス hhoribe@a-chem.eng.osaka-cu.(ac.jp) 
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科目名（和／英） 職業指導／ Career Guidance 

科目ナンバー KTTEP4001 

担当教員 米田 薫 

授業形態 講義 開講期 通年 

単位数 ４単位 

科目の主題   学校教育における「職業指導」は従来の「一定の又は特定の職業

に従事するために必要な知識，技能，態度をはぐくむ教育」から「社

会的・職業的自立に向け，必要な知識，技能，態度をはぐくむ教育」

であるキャリア教育へと移行している。 

本科目は，「一人ひとりのキャリア発達を支援し，それぞれにふさ

わしいキャリアを形成していくために必要な知識，技能，態度をは

ぐくむ」キャリア教育と，キャリアに関する個別支援であるキャリ

ア・カウンセリングに関する基礎的な理論や実践的な技法を学び，

併せて，受講者自らの今後のキャリア形成で必要とされる知識やス

キルを習得する。 

授業の到達目標 １．高等学校におけるキャリア教育のあり方やキャリア・カウンセ

リングの概要を説明することができる。 

２．キャリア教育に関する基礎的な指導方法を習得し，モデルとな

る指導計画を立案し，模擬授業を実施し，自己評価できる。 

３．キャリア・カウンセリングに関する理論と技法を習得し，短時

間の模擬面接ができる。 

４．自分の生き方・在り方を受講者との交流等を通じてみつめ，自

己成長をポートフォリオで示すことができる。 

  

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

第 1 回 本講義の目的の共有，全体の流れの概観，キャリア教育の定義 

第 2 回 職業指導からキャリア教育への歴史的発展 

第 3 回 キャリア教育の基礎理論 キャリア発達理論 

第 4回  我が国のキャリア教育の現状と課題，諸外国のキャリア教育 

第 5回  我が国の高校生を取りまく社会状況と高校生のキャリアに関する諸問題 

第 6 回 キャリア教育の組織と運営，家庭・地域・諸機関との連携・協力 

第 7 回 自己理解を深める 1  自己の価値観の明確化 

第 8回  自己理解を深める 2  自己受容 

第 9 回 自己理解を深める 3  自己主張・自己表現 

第 10 回 キャリアに関する自己分析 1  これまでのキャリアを振り返る 

第 11 回 キャリアに関する自己分析 2  キャリア形成を考えるポートフォリオの作成 

第 12 回 キャリアに関する自己分析 3  相互理解を深め，自分のキャリアデザインを描く 

第 13回  キャリア教育の実際１  キャリア教育の指導計画の作成 

第 14回  キャリア教育の実際 2  キャリア教育の評価 

第 15回  キャリア教育の実際 3  模擬授業の指導案の作成 

第 16回  キャリア教育の模擬授業 1  模擬授業とフィードバック 1 

第 17回  キャリア教育の模擬授業 2  模擬授業とフィードバック 2 

第 18 回 キャリア教育の模擬授業 3 模擬授業とフィードバック 3 

第 19 回 キャリア・カウンセリングの意義と内容，キャリア教育との関連 
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第 20回  キャリア·カウンセリングの諸理論 

第 21回  キャリアに関するアセスメント 

第 22 回 キャリア・カウンセリングの実際 1  キャリア・カウンセリングの基本的な流れ 

第 23 回 キャリア・カウンセリングの実際 2 キャリア・カウンセリングの基本的な技法 1 

第 24回  キャリア・カウンセリングの実際 3 キャリア・カウンセリングの基本的な技法 2 

第 25 回 キャリア・カウンセリングの実際 4  キャリア・カウンセリングの基本的な技法 3 

第 26 回 キャリア・カウンセリングの実際 5  キャリア・カウンセリングの基本的な技法 4 

第 27回  キャリア・カウンセリングの実際 6  模擬面接練習 

第 28 回 キャリア・カウンセリングの実際 7  職業ストレス，ソーシャルスキル教育，発達

障害のある生徒への支援 

第 29 回 キャリア・カウンセリングの諸問題 キャリア・カウンセリングの体制の組織化

と運営，他機関との連携 

第 30 回 キャリア教育やキャリア・カウンセリングの今後の展望，全体振り返り 

 

   

事前・事後学習の内容 

第１回 

① 事前学習課題：シラバスの熟読 

② 事後学習課題：教職を目指す意味についてのミニレポート作成 

第２回 

① 事前学習課題：前時の復習，ミニレポートの確認 

② 事後学習課題：第 2回授業のまとめの作成 

第３回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：第３回授業のまとめの作成 

第４回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：第 4回授業のまとめの作成 

第５回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：第 5回授業のまとめの作成 

第６回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：第 6回授業のまとめの作成 

第７回 

① 事前学習課題：前時の復習，前科まとめの確認 

② 事後学習課題：本時の体験による自己分析のミニレポート作成 

第８回 

① 事前学習課題：前時の振り返り 

② 事後学習課題：本時の体験による自己分析のミニレポート作成 

第９回 

① 事前学習課題：前時の振り返り 

② 事後学習課題：本時の体験による自己分析のミニレポート作成 

第 10回 

① 事前学習課題：前時の振り返り 

② 事後学習課題：小学校までの自己を振り返るミニレポート作成 
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第 11回 

① 事前学習課題：前時の振り返り 

② 事後学習課題：中・高等学校時代の自己分析ミニレポートを作成 

第 12回 

① 事前学習課題：前時の振り返り 

② 事後学習課題：大学時代の自己分析ミニレポートを作成 

第 13回 

① 事前学習課題：ポートフォリオの作成 

② 事後学習課題：自己分析グループワークの総括レポート作成 

第 14回 

① 事前学習課題：模擬授業の構想を練る 

② 事後学習課題：分担したテーマに関する資料収集 

第 15回 

① 事前学習課題：模擬授業の内容の構想を練る 

② 事後学習課題：グループで分担した領域の学習指導案の作成 

第 16回 

① 事前学習課題：模擬授業の事前練習 

② 事後学習課題：本時で体験した模擬授業の講評の作成 

第 17回 

① 事前学習課題：前時の模擬授業についての振り返り 

② 事後学習課題：本時で体験した模擬授業の講評の作成 

第 18回 

① 事前学習課題：前時の模擬授業についての振り返り 

② 事後学習課題：本時で体験した模擬授業の講評の作成 

第 19回 

① 事前学習課題：模擬授業の事後レポートの検討 

② 事後学習課題：基本となる個の接し方の練習 

第 20回 

① 事前学習課題： 基本となる個の接し方の練習課題の振り返り 

② 事後学習課題：第 20回授業のまとめの作成 

第 21回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：第 21回授業のまとめの作成 

第 22回 

① 事前学習課題：前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：本時の体験ミニレポートを作成 

第 23回 

① 事前学習課題： 前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：本時の体験ミニレポートを作成 

第 24回 

① 事前学習課題： 前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：本時の体験ミニレポートを作成 

第 25回 

① 事前学習課題： 前時の復習，前回のまとめの確認 

② 事後学習課題：本時の体験ミニレポートを作成 

第 26回 
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① 事前学習課題： 前時の復習，前回のまとめの確認 

③ 事後学習課題：本時の体験ミニレポートの作成 

第 27回 

① 事前学習課題：キャリアカウンセリングの理論と技法の確認 

② 事後学習課題：模擬面接の成果と課題をレポート 

第 28回 

① 事前学習課題： 前時の復習 

② 事後学習課題：第 28回授業のまとめの作成 

第 29回 

①事前学習課題： 前時の復習 

② 事後学習課題：第 29回授業のまとめの作成 

第 30回 

② 事前学習課題： 前時の復習 

③ 事後学習課題：課題レポート作成 

教材 教科書は使用しない。授業中に資料を配布する。 

参考者・資料 

有本章・近藤大生編「現代の職業と教育――職業指導論」福村出版，

1991年 

N・E・アムンドソンら著 河崎智恵監訳「キャリア・パスウェイ」

ナカニシヤ出版 2005年 

米田薫著「厳選 教員が使える５つのカウンセリング」ほんの森出

版，2007年 

日本キャリア教育学会編「キャリア教育概説」東洋館出版社，2008

年 

文部科学省 「高等学校学習指導要領」，2009年 

同 「高等学校 キャリア教育の手引」，2012年 

厚生労働省「中学校・高校におけるキャリア教育実践テキスト」実

業の日本社 2012年 

国立教育政策研究所 「キャリア発達にかかわる諸能力の育成に関

する調査研究報告書」，2013年 

評価方法・評価基準 課題プレゼンテーション（レジュメ・プレゼン・事後レポート）60

点，ワークシート・ミニレポート 30点，ポートフォリオ 10点 そ

れぞれの評価規準は，講義中に示す。 

受講者へのコメント 教職だけでなく，人生全般に役立つキャリア・カウンセリングを共

に学んでいきましょう。 

オフィス・アワー  

室番号・内線番号  

メールアドレス  
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評価観点 １、教科内容や教科書・学習指導要領の内容を理解している。 

２、教育方法に関する基礎理論・知識を習得している。 

３、新たな分野の学習に対して積極的に取り組む姿勢がある。 

 

科目名（和／英） 工業科教育法Ⅱ／Teaching Method for “Manufacturing” Ⅱ 

科目ナンバー KTTEP1002 

担当教員 中前 耕一 
授業形態 講義 開講期 後期 

単位数 ２単位 

科目の主題 工業の高等学校教諭普通免許状の授与を受ける場合に必要な「教育課

程及び指導法に関する科目（教育課程の意義及び編成の方法、各教科

の指導法、教育の方法及び技術）」（教員免許法施行規則第六条）であ

る。本講義では、高等学校学習指導要領 工業編に基づいて、「基礎

科目」に関する目標・内容・指導計画の考え方、および、各科目にわ

たる指導計画作成等の考え方について学習する。 

授業の到達目標 実際に授業するに当たり、それぞれの「基礎科目」において、目標・

内容、着眼点、指導計画作成等の力をつける。 

  

授 業 内 容 ・ 授 業 計 画 

第 1回  ガイダンス：工業科教育法Ⅱを履修するにあたって 

第 2回  共通的基礎科目１：「実習」の目標、内容とその取扱い 

第 3回  共通的基礎科目１：「実習」指導計画・方法検討時の留意点 

第 4回  共通的基礎科目２：「製図」の目標、内容とその取扱い 

第 5回  共通的基礎科目２：「製図」指導計画・方法検討時の留意点 

第 6回  共通的基礎科目３：「工業数理基礎」の目標、内容の構成 

第 7回  共通的基礎科目３：「工業数理基礎」内容とその取扱い 

第 8回  共通的基礎科目３：「工業数理基礎」指導計画検討時の留意点 

第 9回  共通的基礎科目４：「情報技術基礎」の目標、内容の構成 

第 10回 共通的基礎科目４：「情報技術基礎」内容とその取扱い 

第 11回 共通的基礎科目４：「情報技術基礎」指導計画検討時の留意点 

第 12回 選択的基礎科目１：「生産システム技術」の内容とその取扱い 

第 13回 選択的基礎科目２：「電気基礎」「機械設計」の内容とその取扱い 

第 14回 各科目にわたる指導計画：各科目の指導と指導計画の作成の関係 

第 15回 安全教育：実験・実習教育における安全配慮の考え方 

   

事前・事後学習の内容 
各授業内容に関する内容を予め調べてまとめておくこと。また、授

業の後、授業内容について復習すること。 

教材 高等学校学習指導要領解説 工業編（実教出版） 

評価方法・評価基準 平常点（小テスト、レポートなど）により成績評価を行い、60点以

上で合格とする 

受講者へのコメント 工業教育の重要性や実際の授業について興味を持ち、教育原理や学

習心理などについても自主的に意欲をもって学習することが望まし

い。 
オフィス・アワー ― 

室番号・内線番号 ― 

メールアドレス ― 
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